
引
き
続
き
物
故
者
、

細
井
孝
雄
、

関
一
定
、
多
数
出
品
の
要
望
が
あ
っ
た
。
海

田
美
智
子
、

石
川
紘
一
、

城
谷
一
誠
、

一外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交
流

阿
岸
充
穂
、

府
川
裕
、

青
木
昭
三
、

木

一は
、

ガ
ル
ワ
l

ル
山
域
に
登
山
隊
を
派

村
武
男
、

又
木
周
夫
、

馬
場
忠
三
郎
、

一
遣
す
るほ
か
、
ド
イ
ツ
山
岳
連
盟
と
の

藤
田
弥
一
郎
、

日
高
信
六
郎
、
広
沢
伝
一
登
山
交
流
を

、

ま
た
刊
行
物
は
『
覆
刻

一、
藤
島
敏
男
、
酒
戸
弥
二
郎、
武
井

一
・
日

本
の
山
岳
名
著
』
第
二
期、

『
中

栄
四
郎
、

可
知
邦
成
、

五
十
嵐
寛
、
山

一
央
ア
ジ
ア
の
高
峰
』
編
集
が
予
定
さ
れ

田
多
市
の
以
上
十
九
氏
の
冥
福
を
祈
っ
一
て
い
る
。

て
黙
袴
が
捧
げ
ら
れ
た
。

一
山
本
(
健
)
理
事
から
の

五
十
二
牛

続
い
て
浜
野
理
事
か
ら
五
十
一
年
度

一度
収
支
決
算
、

五
十
二
年
度
収
支
予
算

事
業
報
告
(
次
号
)
が
あ
り
、

特
に

一
(
以
上
次
号
)
は
拍
手
を
も
っ
て
承
認

『
山
岳
』

叩
号
出
版
に
つ
い
て
、

遅
延
一
さ
れ
た
。

の
説
明
が
あ
っ
た
。
同
理
事
に
よ
る
五

十
二
年
度
事
業
計
画
〈
案
)
の
主
な
も

の
は
次
の
通
り
。

集
会
は
、

報
告
会
、

購
習
会
、

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
二
十
回
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、

今
年
度
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
六

月
五
日
上
高
地
で
、

年
次
晩
餐
会
は
十

二
月
三
日
(
場
所
未
定
)
と
そ
れ
ぞ
れ

決
定
し
た
。
ま
た
今
年
二
月
末
、
丸
善

で
開
か
れ
た
会
員
に
よ
る
「
山
岳
絵
画

展
」
は
好
評
の
う
ち
に
終
っ
た
が
、
五

十
二
年
度
も
引
き
続
い
て
開
催
を
予
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日
本
山
岳
会
五
十
二
年
度
通
常
会
員

総
会
は
四
月
二
十
二
日
午
後
六
時
か
ら

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
3
1
6

の
全
電
通
労
働
会
館
会
議
室
で
関
か

れ
、
新
会
長
に
西
堀
栄
三
郎
氏
、
副
会

長
に
望
月
達
夫
、
折
井
健
一
両
氏
が
選

任
さ
れ
た
ほ
か
、
会
員
が
久
し
く
待
望

し

て
い
た
本
会
自
前
の
ルi
ム
の
購
入

と
そ
の
全
容
が
初
め
て
望
月
達
夫
副
会

長
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
注
目
さ
れ
た

(
在
籍
会
員
数
三
四
七
四
、
出
席
一
三

-
昭
和
五
+
二
年
度
目
本
山
岳
会
総
会

新会長に西堀栄三郎氏

昭和 52 年 (1977 年)

5 月号 (No.383)

本山岳会

(J. A. C.) 

日
社団
法人

クラブルームの購入承認

山

七
一
H

内
委
任
一
二
五
五
)
。

総
会
は
、

前
会
長
の
今
西
錦
司
氏
か

ら
の
挨
拶
の
あ
と
、

会
員
の
移
動
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
争
誉
会
員
十
人
、
永

年
会
員
二
十
六
人
、

終
身
会
員
五
十
八

人
、
通
常
会
員
三
千
三
百
八
十
人
で

(
三
月
三
十
一
日
現
在
)、

五
十
一
年
度

新
入
会
員
は
百
五
十
三
人
、
復
活
会
員

が
九
人
、

退
会
十
四
人
、

物
故
者
十
九

人
、
除
籍
者
は
九
十
五
人
と
な
っ
て
い

る
。

定価一部 150円

挨拶する西堀新会長
川
・
次
川

川
同
国
川

昭和 52 年度日本山岳会総会

新会長に西堀栄三郎氏

グラフツレームの購入承認…...・H ・. { 1) 

図書紹介…・・・…・・H ・ H ・..・( 2) , (3) 

女性登山教室

わたしの草と木の絵本

ヒマラヤを目ざした越中人たち

日本風景論(上，下〉

山岳絵画展出品作 ー…… ...{ 4 )~( 7) 

ダージリン便り(高橋 照〉…・・・…・ .(8) 

自然保護情報

ゴミ 持ち帰り運動の提言...・H ・.... (8) 

「深田久弥氏終駕の地」 記念、柱

について(山村正光) ...・ H ・ -…・ (9)

エリッグ ・ シプトンを悼んで

(島田巽)…・・…… ….......{ 3) 

お知らせ ……・…… …ー (9) , (10) 

会務報告・ノレーム日誌など・・(10) ， (11) 

カット/松本慎太郎 ・ 谷アュ子

新
ル
l

ム
の
概
要

望
月
副
会
長
に
よ
る
新
ル
l

ム
の
経

過
報
告
に
入
り
、
そ
の
新
ク
ラ
ブ
ル
ー

ム
は
「
サ
ン
ピ
ュ

l

ハ
イ
ツ
四
番
町
」

マ
ン
シ
ョ
ン
(
東
京
都
千
代
田
区
四
番

町
五
l

四
三
五
階
建
鉄
筋
の
一
階
中

央
部
、
事
務
所
お
よ
び
図
書
室

、

書
庫

、

( 1 ) 

計
五
十
坪
で
今
年
中
に
完
成
の
予
定
。

国
鉄
市
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
七
分
、
同
四

ツ
谷
駅
か
ら
徒
歩
九
分
で
あ
る
。
購
入

価
額
は
七
千
万
円
、
内
装
な
ど
の
諸
経

費
を
含
め
て
七
千
五
百
万
円
。
資
金
調

達
法
は
、
五
千
万
円
の
外
部
銀
行
か
ら

の
借
入
れ
金、
二
千
万
円
の
企
業
、

会

員
の
寄
付
金
と
、
五
百
万
円
の
会
資
金

を
見
込
ん
で
お
り
、
「
た
だ
ち
に
募
金

活
動
を
開
始
す
る
」
こ
と
を
強
調
さ
れ

た
。西

堀
新
会
長
の
挨
拶

五
十
二
年
度
の
M

西
堀
新
態
勢
ヘ

理
事
二
十
人
、
監
事
二
人
、

評
議
員
二

十
人
は
次
の
通
り
決
定
、
代
表
し
て
西

堀
新
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
私
も
若
い
こ
ろ
か
ら
大
自
然
を
愛

し
、
知
ろ
う
と
努
力
し
、
恵
み
を
受
け

た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。
山

岳
は
、
そ

の
大
自
然
の
象
徴
と
感
じ
て

お
り
、
伝
統
あ
る
日
本
山
岳
会
は
そ
の

中
心
と
な
る
組
織
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

代
表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
光
栄
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
支
援
を
受
け
、

全
力
を
尽
し
て
御
期

待
に
添
い
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
(
拍
手
)
。

そ
の
後
宴
会
に
入
り
、
午
後
九
時
前
終

了
し

た
。
〈

片
山
全
平
〉

[
新
役
員]

マ
会
長
西

堀
栄
三
郎
(
新
)
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マ
副
会
長

健
一
(
新
)

マ
理
事

皆
川
完
一
、

小
倉
董
子
、

山
本
健
一
郎
、
高
遠
宏
、
黒
石
恒
、
田

村
俊
介
、
橋
本
清
、
浅
田
治
男
、
大
森

久
雄
(
以上
再
任
)
、
鈴
木
郭
之
、
大
森

薫
雄
、
宮
下
秀
樹
、
倉
知
敬

、

中
川

武
、
越
田
和
男
、
牧
野
内
昭
武
、
嵯
峨

野
宏
(
以
上
新
任
)

マ
監
事
飯
野
亨
(
再
)、
村
山
雅
美

(
新
)
敬
称
略

(
司
会
は
浜
野
吉
生
理
事、
議
事
録

署
名
人
は
山
崎
安
治
、

金
坂
一
郎
両
氏

が
選
任
さ
れ
た
)
。

望
月
達
夫
(
再
)、
折
井

(第三種郵便物認可)山

子著

女性登山教室

董倉

書
名
通
り
の
、
女
性
向
登
山
入
門
書

で
、
内

容
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
-
女
性
と
山
登
り
、

2

山
登
り

は
計
画
か
ら
、

3

山
登
り
の
服
装
と
装

備
、
4

山
登
り
と
食
糧
、
5

山
登
り
の

実
技
、

6

山
で
の
お
し
ゃ
れ
と
健
康
管

理
、

7

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

8
Q

ア

ン
ド
A

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
、

さ
ら

に

「
登
山
者
の
た
め
の
観
天
望
気
」
が

飯
田
陵
治
郎
氏
に
よ
っ
て
、

付
録
の
一

項
に
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
女
性
登
山
」
と

し
て
、
村
井
米
子
、
川
森
左
智
子
、
今

井
喜
美
子
、
牧
野
文
子
、
奥
山
和
子
、

坂
倉
登
喜
子
、

細
川
沙
多
子
、
黒
石

恒
、
川
井
秋
子
、

渡
辺
節
子
、
田

部
井

淳
子
各
氏
の
一
文
が
あ
り
、

ま
た
「
日

本
の
女
性
登
山
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
題
名

で
佐
藤
テ
ル
、

黒
田
初
子
阿
氏
、
著
者

が
執
筆
し
て
い
る
。
本
文
は
小
菌
江
圭

子
氏
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
、
ご
く
平
易

に
登
山
入
門
の
基
礎
が
余
す
と
こ
ろ
な

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

成
美
堂
出
版
刊
、
B
6

判
一
二
五
ペ

ー

ジ
、
一
九
七
六
年
十
一
月
発
行
、

九
O
O
円
。
(
横
山
康
夫
)

本絵の木シ
」

草のしたわ

こ
の
二
色
刷
り
の
「
絵
本
」
は
楽
し

い
本
で
あ
る
と
同
時
に
、

ま
こ
と
に
心

の
暖
ま
る
本
で
あ
る
。
こ
の
画
伯
の
山

の
絵
を
好
む
と
と
も
に
、

そ
の
植
物
ス

ケ
ッ
チ
を
愛
す
る
人
は
多
い
に
ち
が
い

な
い
。
私
な
ど
も
そ
の
一
人
だ
が
、

前

著
「
私
の
草
木
慢
筆
」
(
昭
和
三
十
九

年
七
月

・
紫
紅
会
刊
)
か
ら
十
二
年
ぶ

行著直本坂

り
に
、

直
行
さ
ん
独
特
の
ス
ケ
ッ
チ
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
点
、

大

い
に
楽
し
い
わ
け
だ
が
、
と

く
に
「
心

暖
ま
る
本
」
と
い
い
た
の
は

、
こ

の

「
絵
本
」
の
成
立
ま
で
の
経
緯
の
す
が

す
が
し
さ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
「
絵
本
」
は
直
行
さ
ん
が
「
サ

イ
ロ
」
と
い
う
月
刊
誌
の
た
め
に
描
き

つ
づ
け
た
表
紙
画
と
カ
ッ
ト
と
表
紙
の

説
明
文
と
を
母
胎
と
し
て
生
ま
れ
た
も

の
。
そ
の
「
サ
イ
ロ
」
と
題
す
る
雑
誌

の
誕
生
に
つ
い
て
は
、

著
者
の
「
ま
え

が
き
」

と
と
も
に
、
そ
の
生
み
の
親
の

小
田
豊
四
郎
氏
、
育
て
の
親
の
「
サ
イ

ロ
」
の
会
同
人
に
よ
る
序
文
に
よ
っ
て

語
ら
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、

帯
広

市
の
お
菓
子
屋
さ
ん
小
田
豊
四
郎
氏
が

収
益
の
社
会
還
元
を
志
し
て
、
十
勝
地

方
の
小
中
学
校
の
先
生
が
た
と
協
議
の

末
、

生
徒
た
ち
か
ら
詩
作
を
つ
の
っ
て

月
刊
の
詩
誌
を
出
す
こ
と
と
し
、
十
勝

農
業
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
サ
イ
ロ
を
誌

寸
1

「
V
3
1
守
羽
川
ヨ
一
ヨ
、
〈
一
証
初
版
完

r
I

フ
一
正
作
一'M主
乏
ニ
コ
ロ
全
覆
刻

志
賀
重
昂
著
・
別
冊
解
題
/

A
5

判
一
五
O
頁

-
別
冊
解
題

ル
m
w

I
父
の
横
顔
/

志
川
附

賀
富
士
夫
E

解
題

M荘

・
山
と
日
本
風
景
辺
振

論
/
山
崎
安
治
皿

船
山

評
伝
・
志
賀
重
昂

誌

と
日
本
風
景
論
/
古
￡

猪
瀬
直
樹
そ
の
他

杭
M

・
近
代
的
視
座
に
如
引

た
つ
自
然
観
照
と

戸
阪

山
と

登
山
を
論
じ
吋

た
先
駆
的
名
著
。

河
川
町

定
価
四
五
O
O

門
店

カ ッ ト/松本慎太郎

.内容見本呈
名
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
一
月
に
創
刊

の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
雑
誌
の
表
紙
函
の
た
め
に
、
小

田
さ
ん
は
豊
似
の
原
野
に
直
行
さ
ん
を

訪
ね
た
わ
け
だ
が
、

「
小
田
さ
ん
が
社

会
奉
仕
の
た
め
の
仕
事
な
ら
ば
、

私
も

そ
の
つ
も
り
で
引
受
け
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
、

創
刊
号
か
ら
休
む
こ
と
な

く
表
紙
と
カ
ッ
ト
が
描
き
つ
づ
け
ら
れ

た
。
昨
年
九
月
に
第
二
O
O
号
に
達
し

た
が
、
十
七
年
に
わ
た
る
長
い
年
月
、

激
し
い
労
働
の
な
か
で
の
徹
夜
の
執
筆

も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
同
人
た
ち
の
熱
意
は
、

初
期
の

時
代
に
「
サ
イ
ロ
」
の
恵
贈
を
受
け
て

い
た
私
な
ど
に

も
強
く
ひ
び
く
も
の
が

あ
っ
た
が

、
市
販
の
雑
誌
で
は
な
い
の

で
、

広
く
衆
目
に
ふ
れ
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
た
。
幸

い
、

そ
の
「
サ
イ
ロ

」

誌
の
感
じ
を
想

い
起
さ
せ
る
こ
色
刷
り
で
、
こ

の
「
絵

本
」

と
な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。
内
容

は
山
の
草
・
野
の
草
こ
八
図
)
山
の
木

・

野
の
木
(
一
二
図
)
高
山
の
草
(
二O

図
)
高
山
の
木
(
八
図
)
に
分
け
ら
れ
、

対
向
ぺ
l

ジ
に
説
明
が
付
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、

か
つ
て
表
紙
の
言
葉
と

し
て
舎
か
れ
た
も
の
に
、
新
た
に
全
面

一

的
に
筆
を
入
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
若
渓
堂
刊

B

変
型
判
一
四

0
ペ
ー

ジ
定
価

一
二
O
O
円
(
島

田
実

)

( 2 ) 
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エ
リ
ッ
ク
・
シ
プ
ト
ン
を
悼
ん
で

エ
リ
ッ
ク
・
シ
プ
ト
ン
氏
が
三
月

三
十
一
日
、
六
十
九
歳
で
死
去
し
た

と
い
う
ロ
イ
タ
ー
電
は
、
あ
ま
り
に

も
簡
単
だ
っ
た
の
で
、
詳
し
い
こ
と

を
知
り
た
い
も
の
と
空
便
の
タ
イ
ム

ズ
紙
に
何
度
も
眼
を
通
し
た
が
、
死

亡
記
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
よ
う
や

く
四
月
五
日
付
の
同
紙
に
ハ
ン
ト
卿

が
寄
せ
た
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
文
字
通
り
の
追
悼
で
、

シ
プ
ト
ン
の
生
涯

h
S
E
a
-
v

を
評
価
す
る
と

泌
闘
掴
掴
潤
繍
遡

か
、
そ
の
晩
年
を

f
倒悶
時

d

ヂ

諮
る
と
い
っ
た
こ

f
l
ド
恥

と
に
は
全
く
触
れ

て
い
な
い
の
が
倍

、隣
，
霊
邑
置

し
か
っ
た
。
た
だ

ぽ
幽園
田
線
綴
遡

ハ
ン
ト
の
文
章
の

A
醐
購
均
三
ふ

な
か
で
は
次
の
点

a

主
主

が
注
目
さ
れ
た
。

ハ
ン
ト
は
一
九
三
五
年
に
は
じ
め

て
シ
プ
ト
ン
に
会
っ
て
い
る
。
カ
ラ

コ
ラ
ム
遠
征
か
ら
帰
っ
た
直
後
で
、

翌
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征
に
参
加

を
求
め
ら
れ
た
が
、
健
康
診
断
の
結

果
ダ
メ
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
シ
プ

ト
ン
は
ひ
ど
く
当
惑
し
て
、
ハ
ン
ト

の
た
め
に
気
を
つ
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
五
二
年
に
は
全
く
逆
の
こ
と

が
起
っ
た
と
ハ
ン
ト
は
-
記
し
て
い

島

巽

国

る
。
こ
れ
は
周
知
の
通
り
シ
プ
ト
ン

が
引
受
け
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

エ
グ
ェ
レ
ス
ト
へ
の
隊
長
を
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
委
員
会
か
ら
ハ
ン
ト
に
引
受
け

る
よ
う
い
わ
れ
た
こ
と
で
、
シ
プ
ト

ン
の
落
胆
は
か
つ
て
の
自
分
の
失
望

ど
こ
ろ
の
比
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
シ
プ
ト

ン
は
一
言
の
不
平
も
口
に
せ
ず
、
他

の
だ
れ
よ
り
も
、
あ
の
二
十
一
年
前

の
登
頂
成
功
へ
の

闘
，F

道
を
開
い
て
く
れ

園
圃
圃'
F

た
と
感
謝
し
て
い

司
1
1

巧
る
。
そ
し
て
シ
プ

ぷ

前
ト
ン
を
フ
ラ
ン
ク

臥
齢
F
i
w

・
ス
マ
イ
ス
、
ウ

圃
圃
司
，

h
ィ
ル
フ
リ
ッ
ド
・

圃
圃
ノ
イ
ス
、
、
ド
ガ

l

「
力削
ル
・
ハ
ス
ト
ン
ら

戸
端綱
同
時
代
の
三
人
と

並
べ
、
い
ず
れ
も
俗
世
を
超
越
し
て

地
上
の
遥
か
な
る
地
域
を
強
く
求
め

た
点
で
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

今
後
シ
プ
ト
ン
氏
に
つ
い
て
の
回

想
は
い
ろ
い
ろ
記
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
と
り
あ
え
ず
、
ロ
ー
ド
・
ハ
ン

ト
の
こ
の
追
悼
文
を
紹
介
し
て
お

ノ
ー
。

ヒマラヤをめざした

広著

越中人たち

本橋

富
山
県
人
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
入
り
を
し
た

人
た
ち
の
業
績
を
た
ん
ね
ん
に
調
べ
、

ま
と
め
あ
げ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
本
で
あ

る
。
一
つ
の
県
だ
け
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
記

録
で
は
あ
る
が
、
報
告
書
の
な
い
ヒ
マ

ラ
ヤ
行
も
か
な
り
あ
り
、
-他
界
さ
れ
た

り
、
消
息
不
明
の
人
た
ち
も
あ
っ
て
苦

労
し
た
と
著
書
は
あ
と
が
き
で
述
べ
て

い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
よ
う
に
一

冊
の
本
と
な
っ
て
み
る
と
、
そ
の
御
苦

労
は
十
分
む
く
い
ら
れ
た
と
い
え
よ

F円
ノ
。内

容
は
石
崎
光
瑠
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
初
め
、
堀
田
弥
一
の
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
、

旧
制
富
山
高
校
・
新
制
富
山
大
学
O
B

の
活
躍
、
荒
木
幸
子
・
種
谷
由
美
の
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
な
ど
三
十
七
峯
に
わ
た
っ

て
詳
し
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
活
躍
し
た
富

山
県
人
の
足
跡
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

カット;:谷アユ子

中
で
も
注
目
を
引
い
た
の
は
、
石
崎

光
璃
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
、
大
正
六
年

五
月
、
ヵ
シ
ミ
l

ル
に
あ
る
マ
ハ
デ
ユ

ム
峰
登
頂
の
模
様
が
く
わ
し
く
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
記
「
印

度
堀
窟
精
華
」
の
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
本
の
こ
と
は
小
生
も
今
度

初
め
て
知
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
十
日
窓
出
版
会

発
行
二

O
五
ペ
ー
ジ
、
頒
価
(
送

料
共
)
一
六
O
O
円
、
希
望
者
は
富

山
市
田
中
町
十
五
の
著
者
あ
て
申
し

込
め
ば
よ
い

〈
山
崎
安
治
)

昂著

日本風景論〈上・下〉

重賀志

こ
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
本
に
つ
い

て
は
、
何
ら
紹
介
も
い
ら
な
い
と
思
ラ

が
、
今
度
、
講
談
社
か
ら
文
庫
本
と
し

て
、
上
・
下
二
冊
で
発
行
さ
れ
た
の

で
、
一
応
御
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
岩

波
文
庫
の
も
の
は
、
小
島
烏
水
の
解
説

付
き
で
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
何
回
と
な

く
発
行
さ
れ
て
い
て
、
文
庫
本
と
し
て

も
古
典
的
に
な
っ
た
が
、
何
分
同
じ
紙

型
を
使
用
し
て
い
る
ら
し
く

、
挿
画
が

不
分
明
で
あ
り
、
活
字
の
方
も
不
分
明

な
箇
所
が
で
で
き
て
い
る
。

9 日間 ￥ 320 ， OOO (全食付)

( 3 ) 

し
か
し

、
今
度
の
講
談
社
版
は
そ
の

点
は
活
字
も
挿
画
も
は
っ
き
り
と
し
て

読
み
や
す
い
。
ま
た
、
か
な
使
い
も
す

べ
て
現
代
風
に
直
し
て
い
て
、
現
代
の

青
年
に
と
っ
て
も
非
常
に
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
望
む
べ
く
は
、
解
説
が

あ
ま
り
に
簡
単
で
あ
り
、
志
賀
の
思
想

あ
る
い
は
登
山
界
に
占
め
る
位
置
な
ど

に
つ
い
て
の
解
説
が
中
途
半
端
に
な
っ

た
き
ら
い
が
あ
る
。
も
う
少
し
丁
寧
な

解
説
が
あ
れ
ば
、
読
み
に
く
い
明
治
期

の
文
章
の
意
味
も
、
現
代
の
若
も
の
に

も
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

講
談
社
刊
昭
和
日
年
9

月
日
日
発

行
、
上
巻
一
九
七
ペ
ー
ジ
、
下
巻

一
八
八
ペ
ー
ジ
、
各
二
六
O
円

(
水
野
勉
)

I977 ALASKA, CANADA， ω.A. 
ヨセミテ・バックパッキングとMadein U.S.A. 

カナテ'ィアン・ロッキーズfkj可の峰登頂
8 月 5 日 幽- 8 月 13 日(土) 9 日間￥ 370:， OOO(全食付)

他にアラスカ氷河の峰，マウン h レニア登頂， 冒険旅行など

|番付回一一一京都民間711| 主|町二ル
担当/鳳川 恵{日本山岳会，けダ山面会合員; 2 7 3 1 催 1 - 1: ;附

8 月 7 日 (日)-8 月 15 日(月)
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| 山 | 岳 | 絵 | 画 | 展 | 出 | 品 | 作 |

企
「
芦
別
岳
」

一
原
有
徳

武
田
満
子

( 4 ) 



383-1977 ・ 5 ・ 20 (第三種郵便物認可〉山

坂倉登喜子

d司

「
帰
牛
帰
家
」

‘ 「カナディアン ・ ロッキー」

設楽芳夫

辰
沼
広
吉

.- rエーデノレワイス」

( 5 ) 



383-1977 ・ 5 ・ 20

企 「奥上高地晩秋」

〈第三種郵便物認可〉山

早川義郎

h
p
「
山
の
花
」
遠
藤
光
男

↑亘黒石伺 「パンプーチ」

( 6 ) 



山 383 -1977 ・ 5 ・ 20 (第三種郵便物認可〉

す。会場の照明の都合で一部に光線の反射が入ったもの

があり ， また展示の都合で笠原正明，神崎忠男 ， 高遠広 ，

山村正光各氏の作品が撮影もれとなって，誌上紹介でき

ませんで した。 ご寛容ください。

( 7 ) 
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(
三
男
三
女
)
と
も
す
ご
く
親
し
く
な

り

、

毎
日
子
供
た
ち
と
町
を
散
歩
し
て

い
ま
す
。

私
は
英
語
が
駄
目
な
の
で
、

も
っ
ぱ

ら
ネ
パ
ー

ル
語
と
ヒ
ン
デ
ィ
l

語
で
話

す
の
で
、

テ
ン
ジ
ン
は
じ
め

、

奥
さ
ん

や
子
供
た
ち
が
皆
う
ち
と
け
て
心
を
許

し
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。

テ
ン
ジ
ン
が
い
う
に
は

、

ェ
ァ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
の
招
待
で
の
日
本
旅
行
は
、

一

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
ハ
ー

ド
で
自
分
自
身

の
時
聞
が
な
く
、

か
み
さ
ん
に
は
か
わ

齢

ダ
い
そ
う
だ
っ
た
と
私
に
話
し
ま
す

。
す

通

る
と
す
か
さ
ず
か
み
さ
ん
は
、

主
人
は

T
恥
』紛

も
う
す
で
に
老
人
な
の
で
そ
ん
な
こ
と

会
を
い
っ
て
い
る
が

、

も
う
す
っ
か
り
ガ

J

A
C
、

土
曜
会
の
皆
さ
ま
。
ル
ダ
イ
ナ
(
仕
事
を
し
な
い
)
と
い
い
ま

明
け
ま
し

て
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
一
す
。
テ
ン
ジ
ン
さ
ん
は
い
く
つ
に
な
っ

す
。
も
う
こ
の
ダ
1

ジ
リ
ン
に
来
て
一

一
た
と
聞
く
と
六
十
三
歳
だ
と
い
う
の
で

週
間
に
な
り
ま
す
。
天
気
が
毎
日
曇
っ
一
そ
れ
で
は
私
と
同
じ
歳
で
は
な
い
か
、

て
い
て
、

ま
だ
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ

ン
ガ
一
一
九
一
四
年
の
生
れ
か
、

と
い
う
と
、

の
姿
に
接
し

ま
せ
ん
。
ヒ

マ
i

ル
が
見
一
そ
う
だ
と
い
い、
女
房
を
い
つ
で
も
借

え
る
ま
で
こ
こ
に
頑
張
り
ま
す
。
一
す
と
大
笑
い
に
な
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・

マ
ウ
ン
テ

ニ
ア
リ
ン
一
の
ダ
リ
さ
ん
は
タ
ミ
の
出
身
で
、

彼
女

グ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
!

ト

の
プ
リ
ン
一
の
父
は
ア
ン
・

ノ
ル
ブ
で
す
。

シ
パ
ル
で
あ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
、

グ
レ
ワ

一
ま
た
H
・

M
・
-

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

ル
さ
ん
に
は
自
宅
に
招
待
さ
れ
て
シ
ク
一
タ
ー
を
し
て
い
る
ナ
ワ
ン
・

フ
ィ
ン
ゾ

や
パ
ン
ガ
リ
!

の
こ

の
地
域
の
有
名
人
一
ー

も
や
っ
て
き
て
い
ろ
い
ろ
の
話
に
な

夫
を

た
く
さ
ん
呼
ん
で
御
馳
走
に
な
り
一
り
ま
し
た
。
彼
が
生
徒
十
五
人
ほ
ど
に

ま
し
た
。
し
か
し
カ

l

ス
ト
の
違
い
か
一
岩
登
り
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま

テ
ン
ジ
ン
は
呼
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
一
し
た
が
、

ネ
パ
l

ル
・

シ
ェ
ル
パ
な
ど

ン
ジ
ン
の
家
も
立
派
な
家
で
、

個
人
が
一
及
び
も
つ
き
ま
せ
ん
、

ア
ン
・

ツ
ェ
リ

収
集
し

た
ミ
ュ
i

ジ
ア
ム
が
家
の
中

に
一
ン
I

(メ
ル
ク
ル
の
隊
で
ナ
ン
ガ
パ
ル

あ
り
ま
す
。
奥
さ
ん
と
も
顔
な
じ
み
な
一
パ
ッ
ト
で
足
を
失
っ
た
シ
ェ
ル
パ
で
テ

の
で
、

暖
く
家
族
的
雰
囲
気
で
も
て
な
一
ン
ジ
ン
の
大
先
輩、

一
九
六
二
年
私
の

し

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の
子
供
た
ち
一
ジ
ュ
ガ

l

ル
の
隊
の
サ
l

ダ
l

)
に
は

会
海
外
通
信
女

ジリン便り

高橋 照

ま
だ
会
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
う

ち

連
絡
が
取
れ
る
で
し
ょ
う
。
ナ
ワ
ン

・

ゴ
ン
ブ
に
も
ま
だ
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
ダ
i

ジ
リ
ン
に
来
た
理
由
は
、

私
の
ネ
パ
ー

ル
・

ピ
、
ザ
が
三
カ
月
経
っ

て
切
れ
た
の
で
、

取
り
な
お
す
た
め
カ

ル
カ
ッ
タ
に
出
て
来
て
、

急
に
気
が
変

わ
っ
て
こ
こ
へ
来
た
わ
け
で
す
。

ネ
パ
ー

ル
で
は
九
月
に
入
国
し

、
十

月
に
は
西
ネ
パ
ー
ル
の
シ
リ
ガ
リ
ド
l

テ
イ
に
行
き
、

ア
ピ
や
サ
イ
パ
ル
を
手

の
と
ど
く
と
こ
ろ
で
眺
め
ら
れ
る
カ
プ

タ
ル
に
も
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
ガ

ル
ワ
ル
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
も
良
く
見
え
、

ナ

ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
の
双
耳
峰
が
見
事
で
し

た
。
カ
プ
タ
ル
は
約
三
四
O
O
m
の
カ

シ
ミ
l

ル
と
同
様
美
し
い
秘
境
で
す
。

私
は
ダ
マ
イ
の
馬
方
一
人
を
つ
れ
て
一

人
で
行
き
ま
し
た
。
次
は
十
一
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
ム
ス
タ
ン
の
十
ニ
カ

村
パ
l

ラ
、
ガ
ウ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
特

に
十
二
カ
村
の
主
都
の
ジ
ヤ
ル
コ
Y

ト

ゃ
、

ム
ク
チ
ナ

l

ト
は
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
帰
り
は
ド
ウ
ラ
ギ
リ
I

峰

の
南
壁
直
下
、

東
南
稜
を
約
五
三
O
O

m
ま
で
試
登
し
ま
し
た
。
南
壁
は
圧
観

で
す
。
一
気
に
二
五
O
O
m
の
道
の
な

い
一
枚
岩
の
草
付
き
を
直
登
す
る
の

で
、

私
の
歳
で
は
か
な
り
き
つ
い

山
行

で
し
た
。
尾
根
を
乗
越
す
と
カ
リ

パ
ラ

と
い
う
美
し
い
氷
河
湖
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
旅
も
一
ヵ
月
に
わ
た
り
ま
し

た
。
タ
ツ
コ
l

ラ
以
北
は
全
部
馬
で
通

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
の
従
者
の
プ
ラ

ナ
・

プ
ラ
ザ
ト

・

シ
ェ
ル
チ
ャ
ン
と
い

う
タ
カ
リ
を
一
人
連
れ
通
し
で
し

た
。

日

五
十
一
年
六
月
、

自
然
保
護
委
員

化
を
計
る
。

一
会
支
部
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
、

い
②
文
部
省

、

各
教
育
委
員
会
等
の

一
よ
い
よ
本
格
的
な
運
動
の
展
開
が
期
教
育
機
関
に
実
情
を
訴
え
、

日
常
的

一
待
さ
れ
る
今
日
で
あ
る
。
保
護
運
動
生
活
環
境
の
美化
意
識
を
高
め
る
と

一
の
ネ
ッ
ク
は

、

大
規
模
破
嬢
の
筆
頭
共
に
野
外
教
育
活
動
に
お
け
る
集
団

一
で
あ
る
ス

ー

パ
ー

林
道
や
観
光
開
発

指
導
の
徹
底
、

特
に
全
国
高
体
連
登

一
を
い
か
に
阻
止
し
て
行
く
か
で
あ
ろ

山
部
組
織
を
生
か
し
た
指
導
強
化
を

山
う
。
申

し

入
れ
る
。

一
一
方

山
の
ゴ
ミ
と
も
な
る
と
「
ゴ
仲

山
岳
地
域
の
ゴ
ミ
回
収
シ
ス
テ

一
ミ
汚
染
に
よ
る
自
然
破
壊
は
ス
l

パ
ム
確
立
強
化
を
行
政
と
業
界
へ
訴
え

中
l

林
道
の
比
で
は
な
い
。
ゴ
ミ
は
埋
る
。

め
れ
ば
事
は
済
む
」
と
、

れ
っ
き
と
①
国
立
公
園
内
の
営
業
小
屋
の
ゴ

し
た
山
屋
、
山

岳
パ
ト
ロ
ー

ル
の
人
ミ
処
理
の
正
常

化
を
最
低
限
目
標
と

遠
か
ら
耳
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
短
し

、

特
別
保
護
地
区
内
の
山
小
屋
、

絡
し
た
考
え
で
は
国
内
の
み
な
ら
ず
幕
営
地
等
を
リ
ス

ト

ア
ッ
プ
し
て
、

日
本
の
外
国
遠
征
隊
の
ゴ
ミ
汚
染
行
問
題
地
域
へ
当
委
員
で
現地
調
査
に

為
は
解
決
し
な
い
。
乗
り
込
み

、

行
政
業
界
に
強
力
な
申

ゴ
ミ
持
ち
帰
り
こ
そ
国
民
一
人
ひ
し
入
れ
を
行
う
等
。

と
り
が
取
組
め
る
極
め
て
教
育
的
な
「
ゴ
ミ
汚
染
に
よ
る
わ
ず
か
な
自
然

自
然
保
護
運
動
で
あ
り
、

す
べ
て
の
破
援
す
ら
許
し
て
は
な
ら
な
い

ノ
」

保
護
運
動
の
第
一
歩
と
い
え
る
。
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
が
大
き
な
運

こ
こ
で
当
委
員
会
に
提
言
し
て
持
動
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ

ち
帰
り
運
動
推
進
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
本
年
の
新
潟
県

山
の
ゴ
ミ

二

付
全
国
的
組
織
運
動
確
立
と
強

化

会
議
の
清
掃
登
山
計
画
を
紹
介

し
、
日
一

①
岳
連
、

山
協
、

自
然
保
護
各
国
多
数
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。
叩

一

体
等
、

可
能
な
限
り
の
現
有
組
織
を
飯
豊
連
峰
清
掃
登

山
7

\
mt
加

山
一

生
か
し
、

組
織
登
山
者
か
ら
県
レ
ベ
平
標

山
(
谷川
連
峰
)
叩
\1
1

2

h
一

ル
、

更
に
全
国
組
織
へ
と
啓
蒙
と
強
(

越
後
支
部
凝
固
英
治

〉

M
一

( 8 ) 

• 自
ゴ 然
保

、 護

持 情
ち 報
帰

り

運

動
の

提

ネ
パ
ー
ル
に
は
い
ま
日
本
か
ら
観
光
客
一
ダ
l

ジ
リ

ン
で
レ
プ
チ
ャ
語
の
文
法

が
押
し
か
け
て
い
る
の
で
、

静
か
に
な
一
の
貴
重
な
本
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
ま

っ
た
時
分
に
ま
た
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
帰
ろ
一
た
カ
トマ
ン
ズ
に
帰
っ
た
ら
お
便
り
し

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
ま
す
(

七
六
・

一
一
了
三
O
)
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「
深
田
久
弥
氏
終

意
の

地
」
記
念
柱
に

本
年
四
月
三
日
、

深
田
志
げ
子
さ

ん
ら
、
金
沢
、

大
聖
寺
の
俳
句
仲
間

の
茅
ケ
岳
追
悼
山
行
に
同
行
し
た
。

そ
の
際
、
志
げ
子
夫
人
と
の
雑
談

の
中
で
、

何
ら
か
の
メ
モ
リ
ー
を
現

場
に
残
し
た
い
と
申
し
上
げ
、

大
げ

さ
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

、

お

許
し
を
い
た
だ
い
た
。

一
週
間
後
の
十
日
、
図
書
委
員
会
有

志
に
よ
る
七
回
忌
記
念
登
山
に
御
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

八
十
セ
ン
チ
た
ら

ず
の
木
柱
を
現
場
に
建
て
、

花
を
供

h
p
茅
ガ
岳
山
頂
か
ら
の
金
ガ
岳
と
八
ガ
岳
/
宮
下
啓
三
画

頂
上
か
ら
の
こ
の
風
景
を

、

深
田
さ
ん
は
限
に
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

Jコ

し、

て

山

村

光

正

ぇ
、

お
酒
を
そ
そ
ぎ
先
生
を
し
の
ん

だ
。お

も
て
に
「
深
田
久
弥
先
生
終
鴬

之
地
」
、

う
ら
に
は
「
七
回
忌
追
悼

山
行
日
本
山
岳
会
有
志
之
建
」
と

か
い
た
。

h
p

「深
田
久
弥
先
生
終
駕
の
地
」
碑
前
に
て

同
行
者
/
前
列
左
か
ら
山
本
稔
、
池
田
智
津
子
、
山
崎
安
治
、

金
坂
一
郎
、
大
森
久
雄、

杉
山
都
子

、

後
列
左
か
ら
三
井
茂
子、

山
村
正
光
、
中
島
敏
行

、

山
岸
靖
彦
、
北
島
光
子

、

近
藤
信
行

、

撮
影
/
宮
下
啓
三

-
お
知
ら
せ

片
岡
博
氏
(
『
山
菜
記
』
著
者
)
を
講

師
に
、
山

菜
の
種
類
、
料
理
法
な
ど
を

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時

6

月
1

日

(
水
)
同
時
却
分

場
所
日
本
山
岳
会
ル

l

ム

可
配
|
山
行

一

日
時

6

月
日
日
1

ロ
日

場
所

越
後
浅
草
岳

参
加
費

六
0
0
0
円

(
宿
泊
費
・
山

菜
料
理
、

飲
み
物
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

山

菜
勉
強
会

売場ご案内

( 9 ) 

代
金
を
含
む
)

集
会

6

月
日
日
午
前
日
時
上
野
駅
公

園
口
ま
た
は
現
地
(
午
後4
時
)

宿
泊

新
潟
県
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
松
屋

旅
館

同
行

片
岡
博
氏

申
込
み

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
山
岳

会
事
務
局
ま
で
。
詳
細
は
参
加
者
に

通
知
し
ま
す
。

以
上
・
日
本
山
岳
会
集
会
委
員
会

一上
高
地
山
研
開
所
と

一

一利
用
料
値
上
げ
の
お
知
ら

せ
一

雪
に
う
ず
も
れ
た
山
々
に
も
、

ょ
う

著、 血〈山の本の日〉お茶の水店三階

{柔宣 言語関空争点脱出抗議銀

最新入荷及び好評の本

+全国一等三角点1968 点の所在地一覧(水野

公男) 400円 + 第 14 巨l ・海外登山技術研究

会報告ー 50年度Jt反ー(日本山岳協会) 1 ， 500円

令純国 ・ 智異山登山報告書1972 (京都山友ク

ラブ ) 700円 +雨飾山 (直江津雪稜会) 600同

φ笹ヶ峰・火打山研究(直江津雪稜会) 1 ， 100円

+越後志水雑記 ( ヒュ ッ テ ・ ア Jレビレオ ) 1 ， 000円

+もんたにゆ22号・ 1977春一フオリナー ・ 海

外特集号-400円

φ詩集 ・山の風物誌 (伊政秀五郎) 1 ， 400円

φマナスJレ 1974一日本女性?ナスノレ登山|故報

告哲一一(同人ユングフラウ ) 3 ， 400円
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時
-
6
月

M
日

l

m
日

〈第三種郵便物認可) 山

ゃ
く
春
が
訪
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

五
月
十
四
日
(
土
)、

山
研
が
関
所

さ
れ
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

管
理
人
津
村
夫
妻
も
老
い
て
ま
す
ま

す
元
気
、
皆
さ
ま
を
温
か
く
お
迎
え
し

た
い
と
、

張
切
っ
て
お
り
ま
す
。

独
立
採
算
を
目
標
に
運
営
し
て
お
り

ま
す
の
で
、

諸
物
価
の
高
騰
に
と
も
な

い
、

利
用
料
の
値
上
げ
の
や
む
な
き
に

い
た
り
ま
し
た
。

四
月
八
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

次

の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
十
二
年
度

会
員

非
会
員

小
学
生

子
供

一、

五
O
O
円

二
、
五
O
O
円

一、
0
0
0
円

八
O
O
円

山
研
運
営
委
員
会

(小
倉
)

ウ
=巳

ス
ト
ン

祭
の
お
知
ら
せ

恒
例
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
、

今
年
は
六

月
五
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
、

長
野

県
上
高
地
ウ
エ

ス
ト
ン
碑
前
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
新
緑
が
美
し
く
、
化
粧
柳

の
柳
潔
が
雪
の
よ
う
に
梓川
の
河
原
を

舞
う
最
良
の
季
節
で
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

集
合

六
月
四
日
午
前
七
時

島
々
谷
入
口

一第9
恒
藤
江
幾太
郎
新
作
展

所
・
東
京
新
宿
小
田
急
本
館7
階

美
術
サ
ロ
ン

大
雪
、

八
甲
田
、

剣
、

尾
瀬
ほ
か
東

京
周
辺
の
山
の
絵
お
点
(
油
・

印
1

3

号
)
を
、

他
に
ネ
パ
ー

ル
作
品
を
特
別

陳
列
。雪

崩
文
献
目
録

第
一
集

雪
崩
に
つ
い
て
の
文
献
目
録
は
、

従

来
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
見
か
け
な
か
っ

た
が
、

こ
の
た
び
日
本
雪
氷
学
会
の
雪

崩
研
究
者
有
志
の
手
に
よ
っ
て
、

そ
の

第
一
集
が
で
き
上
が
っ
た
。
今
回
は
和

文
文
献
の
み
で
あ
る
が
八
四
四
編
を
輯

録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
七
四
年

カ
ッ
ト

/
松
本
慎
太
郎

ま
で
の
文
献
で
、

古
い
も
の
は
一
九
二

三
年
に
湖
る
。

こ
の
冊
子
は
雪
崩
に
関
心
を
持
つ
全

て
の
人
が
、

雪
崩
お
よ
び
そ
の
研
究
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
き
、

そ
の
助
け
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
集
さ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
文
献
は
学
術
的
な
も
の

に
限
ら
ず
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
集
め

ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
続
編
の
発
行
が
計
画
さ

れ
、

そ
の
際
に
は
欧
文
文
献
も
椅
録
す

る
予
定
で
あ
る
。

第
一
集
か
ら
洩
れ
た

文
献
は
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
だ
し
、

そ

の
ほ
か
の
不
備
も
見
か
け
る
が
、

各
位

の
御
指
摘
に
よ
っ
て
完
墜
を
期
し
た

い
。
こ

れ
が
単
な
る
目
録
に
終
ら
ず、

文
献
の
抄
録
集
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と

を
強
く
希
望
し

た
い
。

一
九
七
七
年
二
月、
自
然
災
害
科
学

北
海
道
地
区
資
料
セ
ン
タ
ー

室
発
行

B
5

判
四
四
ペ
ー

ジ
。

入
手
希
望
者
は
、

団
体
用
か
個
人
用

か
を
明
記
し
、

配
付
手
数
料
三
O
O
円

(
切
手
で
も
可
)
を
添
え
て
左
記
に
申

込
ま
れ
た
い
。

〒
一
一
一
二
文
京
区
湯
島
了
六
!
一

日
本
山
岳
会
遭
難
対
策
委
員
会

な
お
雪
崩
の
国
際
分
類
(
英
文
、

雪

氷
三
六
巻
四
号
の
別
制
)
が
少
数
残
っ

て
い
る
の
で

、

同
じ
く
委
員
会
に
申
込

ま
れ
た
い
。
先
着
順
に
配
付
さ
れ
る
。

(金
坂
一
郎
)

水
会

、

竹
寺
現
地
集
会
報
告

二
月
十
九
日
午
後
二
時
、

西
武
池
袋

線
改
札
口
に
集
ま
る
も
の
六
名
。
前
日

と
は
う
っ
て
変
っ
た
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
で

あ
る
。
飯
能
で
斎
藤
(
建
)
さ
ん
と
落

ち
合
い
、

今
回
の
楽
し
い
旅
が
は
じ
ま

っ
た
。

雪
の
状
況
が
心
配
さ
れ
た
が
、

タ
ク

シ
ー

は
竹
寺
ま
で
入
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。

一
行
七
名
早
速
分
乗
、
竹
寺
に
向

F円
ノ
。竹

寺
で
の
現
地
集
会
が
提
案
さ
れ
た

の
は
昨
年
末
の
集
会
の
折
で
あ
っ
た

が
、

最
近
精
進
料
理
で
と
み
に
有
名
に

な
っ
た
竹
寺
、

多
年
こ
の
地
域
を
歩
か

れ
、

大
野
住
職
と
限
懇
の
坂
倉
さ
ん
な

ら
で
は
、

こ
う
早
く
実
現
で
き
な
か
っ

た
に
違
い
な
い
。

竹
寺
は
天
王
山
八
王
子
と
い
う
名
が

寺
号
で
、

宗
派
は
天
台
宗
だ
が
、

神
仏

混
合
時
代
の
名
残
り
で
赤
い
鳥
居
が
立
ご
ず

ち
、

本
堂
は
神
殿
造
り
で
あ
る
。

牛
頭

天
王
を
祭
る
。
竹
中
守
の由
来
で
あ
る
竹

林
は
さ
す
が
見
事
で
あ
っ
た
。

一
行
特別
室
の
七
賢
の
聞
に
招
じ
ら

れ
た
。

大
野
住
職
に
色
々
と
話
し
を
伺
っ
て

い
る
と
や
が
て
お
食
事
の
用
意
が
で
き

ま
し
た
と
の
声
、

別
室
に
は
趣
向
を
こ

ら
し
た
精
進
料
理
の
数
、々

竹
筒
に
入

っ
た
薬
湯
も
で
る
。
筆
者
薬
湯
に
浸
り

す
ぎ
た
た
め
、

料
理
の
素
材
を
失
念
し

た
の
は
申

し

訳
け
な
い
。

沼
倉
さ
ん
は
所
用
で
雪
の
夜
道
を
帰

ら
れ
た
が
、

楽
し
い
語
ら
い
は
七
賢
の

聞
に
再
び
移
り
、

な
か
な
か
っ
き
な
か

っ
た
。

翌
日
も
前
日
に
増
し
て
お
だ
や
か
な

好
天
に
恵
ま
れ
る
。
朝
食
後
ゆ
っ
く
り

と
奥
富
を
経
て
鐙
撞
堂
に
登
る
。
名
栗

川
西
側
の
山
々
の
眺
め
が
す
ば
ら
し
か

っ
た
。

い
っ
た
ん
奥
宮
に
戻
っ
て
豆
口

峠
に
向
う
。
雪
が
や
わ
ら
か
く
急
坂
で

シ
リ
セ
1

ド
も
で
る
。

豆
口

峠
は
薄
暗
い
桧
の
林
の
中
に
あ

り

、

三
角
形
の
ト

タ
ン
尾
根
の
休
憩
所

が
あ
っ
た
。
左
八
王
子
竹
寺
み
ち
と

刻

ま
れ
た
石
の
道
し
る
べ
が
か
わ
い
い
。

新
館
に
降
り
る
。

途
中
陽
だ
ま
り
を

( 10 ) 

求
め
て
昼
食
。
そ
れ
ぞ
れ
持
参
の
ご
馳

走
に
舌
つ
づ
み
、

ノ
ド
つ
づ
み
を
う

ち
、

っ
き
ぬ
語
ら
い
に
名
残
り
を
惜
み

つ
つ
飯
能
へ
の
パ
ス
の
人
と
な
っ
た
。

竹
寺
で
薬
湯
を
多
飲
し

た
罰
と
し
て

こ
の
悪
文
を
書
か
さ
れ
た
次
第
。

〔
参
加
者
〕
沼
倉
寛
二
郎、
坂
倉
登
喜

子
、

斎
藤
健
治
、

小
原
靖
子
、

進
藤
波

男
、

池
田
智
津
子
、

高
田
真
哉
(
順
不

同
、

敬
称
略
)

|震
幻の

合先
三縦
Iレ者
ムた ハ
かち 唖
? 11 量
|哉

震

講

左
記
に
よ
り
映
画
と
講
演
の
会
を
開

き
ま
す
。

八
白
瀬
南
極
探
検
隊
の
記
録〉

明
治
必
年
l

同
必
年
撮
影
の
貴
重
な

フ
ィ
ル
ム
。

〈
積
雪
期
北
ア
ル
プ
ス
初
縦
走
後
編
〉

昨
年
の
「
探
検
の
先
縦
者
た
ち
工

」

で
前
半
を
映
写
、

好
評
を
得
た
も
の
の

後
編
。
解
説
、

山
崎
安
治
氏
。

〈
講
演
V

西
場
栄
三
郎
氏
(
南
極
の
話
)

日
時
七
月
十
三
日
(
木
)

場
所
東
京

・

千
代
田
公
会
堂

入
場
料
五
O
O
円

入
場
券
は
日
本
山
岳
会
事
務
局
ま
た

は
同
会
集
会
委
員
会
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
予
約
も
可
。
当
日、

直
接
会
場
へ
行
か
れ
で
も
入
場
出
来
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ

め
入
場
券
を
購
入し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
山
岳
会
集
会
委
員
会
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…
会
務
報
告
…

3

月
理
事
会

(
3
月
4

日
午
後
六
時
半

本
会
ル
1

ム
)

マ
出
席
者

今
西
会
長
、

織

内
、

望
月
各
副
会
長
、

浜

野
、

高
速
、

近
藤
、

小

倉
、

皆
川
、
原
、

大
倉
、

黒
石
、

田
村
俊
、

橋
本

、

浜
口

各
理
事
、

小
原
、

佐

藤
、

浜
野
吉
、

折
井
、

宮

下
各
評
議
員
委
任
山

本
健
、
山
本
良
、

大
森
、

神
崎
、
浅
田
各
理
事

マ
議
案

・

昭
和
田
年
度
事
業
計
画

(
案
)
承
認
の
件
(
高
遠
)

承
認

・

昭
和
臼
年
度
収
支
予
算

(
案
)
承
認
の
件
(
高
遠
)

承
認

・
定
款
一
部
改
正
(
案)
承

認
の
件
(
浜
野
)

承
認

・

新
ル
l

ム

の
件
(
望
月
)

ル
l

ム
の
部
屋
割
等
に
つ

い
て
の
小
委
員
会
案
検
討

了
承

-

U
I

A
A

の
件
(
浜
野
〉

実
行
委
員
会
へ
立
候
補
申

入
れ
出
す
了
承

-

ス
イ
ス

・

ア
ル
プ
ス
名
函

展
後
援
の
件
(
浜
野
)

了
承

会
員
異
動

退
会
者

七
一
四
松
木
忠
雄
(
臼

・
3

マ
報
告
事
項

・

青
年
懇
談
会
(
大
倉
)

ド
イ

ツ
山
岳
連
盟
と
の
交
流
計
画
中

.

指
導

5

月
下
旬
に
上
高
地
山
研
を
利
用
L
'

て
、

岳
、
沢
で
登
山
講
習
会
開
催

-
山
岳
編
集
(
近
藤
)

発
行
が
若
干
遅
れ
る

-

図
書
(
近
藤
)

山
岳
絵
画
展
は
盛
況

・

高
所
登
山
(
原
)

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
語
る
会
は
感
会
で
あ
っ

た
。
臼
年
度
に
は
ガ
ル
ワ
l

ル
に
登

山
隊
を
派
遣
す
る
予
定

…
ルl
ム
日
誌
…
(
叩
牌
)

3

日
(
木
)
常
務
理
事
会

4

日

(
金
)
理
事
会

5

日
(
土
)
絵
画
展
親
陵
会

7

日
(
月
)
集
会
委
員
会

8
日
(
火
)
山
岳
編
集
委
員
会

U
日

(
月
)
集
会
委
員
会

日
日
(
火
)
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ

日
日

m水
)
一
二
水
会「
地
酒
を
探
る
」

口
日

(
木
)
山
岳
史
懇
談
会

川
品
目
(
木
〉
山
研
委
員
会・自
然
保
護

委
員
会

話
日
(
土
)
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テl

シ
ョ
ン

お
日
(
月
)
集
会
委
員
会

引
品
目
(
木
)
婦
人
懇
談
会
「
総
会
」

今
月
の
来
室
者
三
六
二
名

昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
日
発
行

m

東
京
都
文
京
区
湯
島
一i
六
l

一

利
根
川
商
事
側
さ
く
ら
ピ
ル

発
行
所
蹴
店日
本
山
岳
会

発

行
者
今
西
錦
司

編
集
代
表
大
森
久
雄

(
叩
〉二
二
八
六
(
代
表
〉

振
替
口
座
東
京
三
l

四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

*
「
支
部
だ
よ
り
」
の
欄
を
設
け
た
い
一

と
思
い
ま
す
。
全
国
の
会
員
に
お
知
ら

一

せ
に
な
り
た
い
こ
と
、

行
事
予
告
と
報

一­

告
そ
の
他
、

各
地
の
お
便
り
を
お
待
ち

一

し
ま
す
。
な
る
べ
く

一
回

一支
部
日
字

一

諮
問
行
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
締
切

一

り
は
発
行
月
(
毎
月
却
日
)
の
前
月叩
一

日
、

山
岳
会
事
務
局
会
報
委
員
会
宛
。

一

記
事
錯
綜
の
場
合
は
掲
載
月
が
変
更
に
一
り

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か

一
一
い

じ
め
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。

一

*

会
報
4

月
号
の

一
部
に
、
印
刷
所
の
一

手
違
い
に
よ
り
乱
丁
が
あ
り
ま
し
た
。

一

会
員
諸
兄
姉
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
一

し
た
。

一

*
引
続
き
会
報
事
務
を
担
当
す
る
こ

と
一

に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
。

一

〈
会
報担
当
・

大
森
〉

町

一

七
O
四
八

六
六
三
四

七
三
七
二

七
O
二
ハ

氾
)

鈴
木
憲
治
(
臼

・
3

・

幻
〉

柴
田
恵
介
(
臼

・
3

・

出
)v
f
e
i
-
i

松
村
雄
(
臼
・
3

-
m
)

川
副
栄
ヱ
ヤ
(
臼
・
3

・

U
)
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マ
ナ
ス
ル19
7
4

日
本
女
性
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
報
告
書

口
一
同
人
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

1
1
1

1
1

1
1
1
1
1

B

五
判
カ
ラ

l

一
六
ぜ
白
黒
ニ
図
頁

・
本
文
二
六
O

頁
定
価
三
回

O
O

円

女
性
の
可
能
性
を
追
求
し
た
山
好
き

の
グ
ル
ー
プ
が
互
に
力
を
合
わ
せ
て

そ
の
背
後
に
あ
る
諸
問
題
と
対
処
し

な
が
ら
、
好
余
曲
折
の
末
実
現
さ
せ

た
日
本
女
性
マ
ナ
ス
ル
萱
山
隊
の
軌

跡
と
、
こ
れ
に
関
係
し
た
研
究
、
調

査
な
ど
を
併
せ
て
集
録
し
た

。

山の新刊

... 、
.
，

E
E
i副
司
膚
E
，

A
晶
、

寺
轟

L
u
h
ノ
司
悶
品
処
士
也

-
z
-
2
s
u
i
κ
ν
z

用
品
店
I
4
4
4
」
脚

伊
藤
秀
五
郎

A

五
判
一
四
八
頁
定
価
一
回

O
O

円

伊
藤
さ
ん
は
自
然
科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な

詩
心
を
抱
い
て
お
ら
れ
た

。

序
詩
と
し
て
巻
頭
に
置

い
た
「
草
原
の
生
き
も
の
た
ち
」
は
病
床
で
最
後
に
普

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
寂
し
さ
と
明
る

さ
の
融
け
合
っ
た
風
景
を
、
今
も
静
か
に
銚
め
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る

。
・
:
後記
、
装
釘
・
串
田
孫
一

特
製
本
在
庫
ご
案
内
(
お
求
め
は
直
接
お
茶
の
水
店
へ

V

A
Y坂
本
直
行
画
文
集
企
雪
原
の
足
あ
と

V

二
五
、
0
0
0

円

1
1
1

原
画
花
の
絵
(
淡
彩

2
号
)
付
1

1

1

φ

加
古
庸
泰
安
企
森
林
・
草
原
・
氷
河

V

一
五
、
0
0
0

円

φ
望
月
達
夫
企
遠
い
山
近
い
山

V

一
九
、
0
0
0

円

A
Y古
庸
島
敏
男
A
山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ

V

一
九
、
0
0
0

円

会会坂
場期埠=

東大 F至
急月千7
日ー
本七山
恒岳
完全理
紅葉
22 き5
1= 展
i 百の

さ案
内
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